















ある Educational Testing Service （以下，ETS）が作成し運営する Test of English for 
International Communicationの略称である。日本国内では「一般財団法人国際ビジネス
コミュニケーション協会（The Institute for International Business Communication）（以
下，IIBC）」が運営に当たり，2015 年 5 月現在，これまでに 200 回を超える公開テストが
実施されている。IIBCによると世界では，現在 150 カ国で実施され，年間約 700 万人が
受験し，日本では年間 240 万人が受験していると報告されている。1 ETS（翻訳 : IIBC）
が発行する『TOEIC®テスト World Wide Report 2013』の 6 頁の国別平均スコアによ
ると，「アジア圏の近隣諸国の内，中国が TOTAL SCORE 716 点，香港が 644 点，韓国
が 632 点，台湾が 569 点，次いで日本が 512 点」である旨が報告されており，日本が一
番低い。要因は様々であろうが，いわゆる「TOEIC熱」が近隣諸国で持て囃されている
ことは確かである。また，IIBCが発行する『TOEIC®プログラム DATA & ANALYSIS 
2013 （以下，DATA & ANALYSIS 2013）』によると，日本における TOEICデータとし
て，「大学生の平均 TOTAL SCOREが 440 点，内，大学 1年生が 423 点，大学 2年生が
437 点，大学 3年生が 475点，大学 4年生が 506点」（同書 7頁）である旨が報告されている。




SCOREが 504 点，内，大学 1年生が 456 点，大学 2年生が 499 点，大学 3年生が 551 点，
大学4年生が585点」（同書8頁）である旨報告されており，非英語専攻の学生よりも高いこ
とは自明である。3
次に，TOEICの種類について述べる。2015 年 5 月現在，TOEICには「TOEIC®テスト」
「TOEIC Bridge®」「TOEIC® S&W」の 3種類がある。4　『DATA & ANALYSIS 2013』
によると，「TOEIC®テスト」は「身近なシーンからビジネスまで幅広い場面での英語
コミュニケーションの能力を測定」（同書 2頁）と定義され，Listening Section 45 分で
100 問と Reading Section 75 分で 100 問から構成され，スコアは 5点刻みで TOTAL最
低 10 点から最高 990 点で採点される。次に，「TOEIC Bridge®」については『DATA & 
ANALYSIS 2013』によると，「日常的なシーンにおける基礎的な英語コミュニケーショ
ン能力を測定」（同書 2頁）とされ，Listening Section 25 分で 50 問，Reading Section 
35 分で 50 問から成り，スコアは 2点刻みで TOTAL最低 20 点から最高 180 点で採点さ
れる。最後に，「TOEIC® S&W」に関して，『DATA & ANALYSIS 2013』によれば，「コ
ミュニケーションをはかるために必要な英語による発信能力の測定」（同書 2頁）とされ，
Speaking Test 20 分で 11 問，Writing Test 60 分で 8問から構成され，各テスト 10 点刻





45 分で 100 問と Reading 75 分で 100 問から構成されているが，その内訳は，Listening 





それぞれの Partについて概略を示す。まず Listening Sectionからみよう。Part 1 は
写真描写問題であり，印刷されている写真を見て，それについて述べられている適切な一
文を放送される 4つの選択肢の中から選ぶという問題である。次の Part 2 は応答問題で
あり，放送される質問に対して放送される適切な返答の一文を 3択の中から選ぶ問題であ
る。Part 3 は会話問題であり，放送される男女の会話を聞いて，放送されかつ印刷され
ている質問に対してその答えを 1つ選ぶ 4択の問題である。さらに Part 4 は説明文問題
であり，放送される説明文を聞いて，放送されかつ印刷されている質問に対してその答え
を 1つ選ぶ 4択の問題である。
次に Reading Sectionである。Part 5 は短文穴埋め問題であり，いわゆる文法・語法・
語彙に関する設問であり，空所に対して 4択の中から適切なものを 1つ選ばせる問題で
ある。次の Part 6 は長文穴埋め問題であり，全パートと同様にいわゆる文法・語法・語
彙に関する 4択の問題である。前パートとの違いはディスコース・マーカー（Discourse 
Marker）（談話標識）を問う問題が出題されることである。さらに，Part 7 は読解問題
PART 出題問題 問題数 












































うテーマで「TOEIC B」を開設している（平成 24 年度現在の入学生のカリキュラムで必
修科目ではなく選択科目）。実践例として平成 25 年度札幌大学外国語学部英語学科開設科
目「TOEIC A」を考察したい。TOEIC Aは 1年次の TOEIC模試（以下の u-CAT）の






表２：平成 25 年度春学期開講の「TOEIC A」のシラバス
ＴＯＥＩＣ Ａ 
担当教員: 對馬 康博 







[Advancedクラス目標スコア] Over 600! 
[Basicクラス目標スコア] Over 550! 
■授業概要 






 授業の前半20~30分程度 テスト演習 
授業の後半60~70分程度 解説 
 
1. [リスニング演習] TOEIC PART 1-4に対応  
 聞くべきポイントを明確にし、頻出されている「全パターン」を提示する。 
 




3. [読解問題演習] TOEIC PART 7に対応 
 TOEIC読解問題の中の「読解」と設問「解法」演習を行う。 
 
4. [語彙研究] TOEIC 全パートに対応 
 TOEICの頻出単語を提示し演習を行う。 




①Tactics for TOEIC® Listening and Reading Test Student's Book.  
Oxford University Press. ISBN: 9780194529532 
②[Advancedクラス] Grammar Collection Full Version. 
  [Basicクラス] Grammar Collection Select Version. 









シラバスに基づき授業の説明及び TOEICの概要ついて説明した。第 2講～第 15 講では，
授業の前半 20 ～ 30 分程度をテスト演習とし，授業の後半 60 ～ 70 分程度でその解説を
行った。まず，授業の前半では，学生が予め予習してある単語の小テストを行った。出
題は，テキスト③の對馬康博（著） Strategies for TOEIC® Listening and Reading Test
の中の「TOEIC®頻出単語・イディオム集 A to Z」から各回につき 50 個ずつである。そ
の後，テキスト①Tactics for TOEIC® Listening and Reading Test Student’s Book か
ら TOEIC形式の問題を選択し，テスト演習を実施した。この演習では，各講 Listening 








Grammar Collection の文法・語法試験を行った。これは学生が TOEICで最も弱点とす


















載するTactics for TOEIC® Listening and Reading Test Student’s Book （シラバスのテ
キスト①）が Oxford University Pressより発売されている。こちらは Student’s Book
のみの購入が可能で，この場合，解答は付属されていない。本授業では，TOEICテスト
形式の問題の質が担保されているこちらの洋書を実戦テスト演習用のテキストとして採用
した（加えて，上で述べた Part 5 対策用に自習用のGrammar Collection （シラバスのテ
キスト②）を採用している）。
さらに，上掲のテキストには簡単な解法が英語で紹介されているが，徹底した解法を







の TOEIC運営を行う組織を傘下に持つ YBM/Sisa.com社が開発した TOEIC対策用の
e-learningシステムである。日本では朝日出版社が提携し，サービスを提供している。5 1
回の登録につき，模擬試験を 4回分，ホームワーク（弱点克服演習）が 3回分提供される。
また，登録は 3度まで更新が可能であり，全て更新すると 4登録分（すなわち，16 回分
の模試と 12 回分のホームワーク）を異なる問題で取り組むことが可能な画期的なシステ
ムである。1回の模試は 100 問で構成されているので，いわゆる「ハーフテスト」（上述
の通り，実際の TOEICテストは 200 問で構成）ということになる。模試の結果は 3種類














u-CATは同時期開講の英語学科開設で 2年時科目の Reading IIIで実施された。本来的
には TOEIC対策を行う TOEIC Aの授業内で課すことが望ましいが，2単位の授業で週
1コマ展開，全 15 回という時間的制約，さらに履修者の人数の関係などの理由により，4
単位の授業で週 2コマ展開で全 30 回の Reading IIIで実施された。もちろん，TOEIC A
の全ての履修者が Reading IIIを履修しているわけではないが，TOEIC Aは 2年時履修
推奨科目であり，かなりの履修者が重複して履修しているため，効果測定としてある程度
の客観性が保てるものとして判断した。また，この期間の u-CATは登録 1回分とし，学
生には模試 4回とホームワーク 3回を課した（ただし，u-CATは 1年時春学期・秋学期
も実施しているため，2年時の春学期は 3ラウンド目ということになる）。
以下に，u-CATの模試の結果を示したい。対象は平成 25 年度の英語学科 2 年生の
TOEIC A履修者のみとする。履修者の延べ人数は Advanced Classが 25 名，Basic 
Classが 18 名で，計 43 名である。データはこの中から過年度生（すなわち，3年生，4年生）
と他学部からきている履修生の 5名を除く。さらに，客観性を維持するため，2年生でも
4回の模試を完結していない者 6名を除く。結果として，実質的にデータとして換算する
者は Advanced Classが 20 名，Basic Classが 12 名で，計 32 名である。









Advanced Class (20 students) 
Listening Reading Expected Score 
1st 276 238 514 
4th 298 253 551 
reminder 22 15 37 
表４：Basic Class の模試結果
Basic Class (12 students) 
Listening Reading Expected Score 
1st 210 150 360 
4th 234 184 418 
reminder 24 34 58 
表５：Advanced Class と Basic Class 全体の模試結果
Advanced Class + Basic Class (32 students)
Listening Reading Expected Score 
 654502152 ts1
 105722472 ht4
reminder 23 22 45 
まず，データの予想合計スコアから報告したい。Advanced Classの予想合計スコアは
第 1回が 514 点で第 4回が 551 点であるから，その差としての伸び率は 37 点ということ
になる。他方，Basic Classの予想合計スコアは第1回が360点で第4回が418点であるから，
その差としての伸び率は 58 点ということになる。したがって，Basic Classの方が伸び率
が良いという結果となった。全クラス（Advanced Class + Basic Class）では，予想合計

















スコアは第 1回が 276 点で第 4回が 298 点であるから，その差としての伸び率は 22 点と
いうことになる。一方，Basic Classでは，第 1回が 210 点で第 4回が 234 点であるから，
その差としての伸び率は 24 点ということになる。全クラスでは第 1回が 251 点で第 4回
が 274 点であるから，その差としての伸び率は 23 点ということになる。他方，Reading 
Sectionでは，Advanced Classのスコアは第 1 回が 238 点で第 4 回が 253 点であるか
ら，その差としての伸び率は 15 点ということになる。Basic Classでは，第 1回が 150 点
で第 4回が 184 点であるから，その差としての伸び率は 34 点ということになる。全クラ
スでは，第 1回が 205 点で第 4回が 227 点であるから，その差としての伸び率は 22 点と
いうことになる。Listening Sectionと Reading Sectionを比較すると，どちらのクラス
でも前者の方が高い得点となり，学生は前者の方が得意であるということになる。また，
Advanced Classでの Listening Sectionと Reading Sectionの伸び率を比較すると，前
者が 22 点であるのに対して後者は 15 点であり，前者の方が優位な結果となった。一方，






TOEICスコアの上昇（Advanced Classは予想合計スコア +37，Basic Classは +58）が
みられると結果であった。英語学科では TOEICに特化した TOEIC Aという授業だけで

















ないが，普段の授業の TOEIC演習の採点結果をみていて，Readingの Part 7 Reading 
Comprehension （読解問題）は簡単な問題であればある程度の得点率となるが，Part 5




高くない印象である。Reading Section 100 問中，Part 5 が 40 題，Part 6 が 12 題も占め
るわけであるから，これらのパートの得点率が上がらないと，Reading Section全体の得












る。Advanced Classでは，予測スコアの平均が第 1回から 500 点を超えているのに対して，
Basic Classではそれが 300 点代後半から 400 点代前半にある。両クラスの平均的なス
コアには 150 点前後の差が潜在的に生じていることになる。TOEIC Aでは，Advanced 
Classも Basic Classも解説方法に差はあるものの，基本的な演習問題は同じである（大
きな違いは，自習教材のGrammar Collection のレヴェルだけである）。得点率の差は学
生の努力の賜物とも言えようが，それに加えて，300 点代後半から 400 点代前半の方が伸
びやすい要因があるように思われる。一言で語り尽くせないが，各パートの基礎的な問題
のミスをなくすこと，特に，Reading Sectionでは Part 5 の文法・語法・語彙の問題の
基礎問題をミス無く解けるようになることが重要な要因であると思われる。そのためには，
基礎的な文法力と語彙力の習得に加え，適切な解法を身につけることが肝要であることは






らなる応用的な問題でも得点率を上げる必要がある。特に，Reading Sectionでは Part 7
の Single Passageでも 5問程度の設問が付く長文化した問題や Double Passageの問題
の一部にも積極的に取り組む必要がある。これには精読力に加えて，論理的な判断を伴
う速読と解法による問題処理力が必要となる。また，Listening Sectionでは，Part 3 の
対話の聞き取りや Part 4 の説明文の聞き取る力が必要となってくる。このように，Basic 
Classとは違うより高度な技能と処理能力の養成が 500 点以上の指導課題となってくる。
Advanced Classではこの点に重点を置き指導を行ったが，これが，伸び率 +37 点の要因
のひとつとなったと推測する。
最後に，総括として，全国平均と TOEIC Aでの関連について，表 6と共に考察したい。
TOEIC A両クラス（Advanced Class + Basic Class）の第 4回の予想スコアは「501 点」
である。『DATA & ANALYSIS 2013』によると日本の大学生全般の平均は2年生では「437
点」であり，語学・文学系（英語専攻）生の大学 2年生の場合には「499 点」となってい
ることは第 2節で述べた通りである。したがって，本学の TOEIC A履修者は全国の語学・
文学系（英語専攻）生の平均値とほぼ同等である値を取得していることを述べておく（た
だし，全国の大学生平均や語学・文学（英語専攻）の平均値は IPテストの結果であるの




表６：全国大学生平均と本学 TOEIC A 履修者（2 年生）の比較
Expected Score
※654 値均平トステPI生年2学大の国全
全国の語学・文学系(英語専攻)の大学 2 年生の IP テスト平均値 499 ※
本学 TOEIC A 履修者(2 年生)の u-CAT 第 4 回の平均値 501 ☆
（※の値は『DATA & ANALYSIS 2013』7-8 頁より


































札幌市では，昭和 47 年（1974 年）に冬季オリンピックが開催され，いち早くグローバ
ル化の突入を迎えた。また，毎年 2月には「さっぽろ雪まつり」という一大イベントが開










































TOEIC® is a registered trademark of Educational Testing Service (ETS). This 
paper is not endorsed or approved by ETS.
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